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平成３０年度から障害者雇用義務の対象に精神障害者が加わり、法定雇用率

に算定されるようになりました。また、精神障害者及び発達障害者（以下「精神

障害・発達障害者」という。）等のハローワークにおける新規求職申込件数は増

加しています。しかし、精神障害・発達障害者等の求職者は技能習得に加えて職

場適応力の向上が必要であることが多く、ハローワークから職業能力開発施設

への受講があっ旋される中、職業能力開発施設からは円滑な訓練の実施に苦慮

しているとの声が聴かれます。 

一方、「職業能力開発施設における障害者職業訓練の在り方について（障害者

職業能力開発校の在り方に関する検討会報告書 平成２８年７月厚生労働省）」

では、「障害者の職業能力開発施策においては、障害者を取り巻く様々な環境変

化に対応しつつ、障害者の職業訓練機会を拡充することが求められて」おり、

「特に、障害者職業能力開発校及び一般の職業能力開発校における障害者を対

象とした職業訓練については、時代のニーズに合わせた職業訓練の提供が必要」

であり、精神障害・発達障害者等を対象とした訓練科の拡充のためには、精神障

害・発達障害者等は生活リズムが不安定になりがちなので、「当初から６か月、

１年といった長期期間の訓練を受講することが困難な場合がある」ため、導入

訓練を設置することが必要とあります。 

これらを受けて、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、国立職

業リハビリテーションセンター及び国立吉備高原職業リハビリテーションセン

ター（以下両センターを「機構運営校」という。）において、入校直後に行って

いる導入訓練の経験をもとに、精神障害・発達障害者に対する導入期の訓練の

あり方をテーマとして、平成３０年度には職業訓練実践マニュアル「精神障害・

発達障害者への職業訓練における導入期の訓練編Ⅰ～特性に応じた対応と訓練

の進め方～」をまとめました。 

今年度は、導入期の訓練編Ⅰの続編としてより具体的に導入期の訓練におけ

る特性の把握と対応法の習得に焦点を当ててまとめることとしました。 

 本書が精神障害・発達障害者を対象とした訓練の拡充及びその円滑な実施に

資することとなれば幸いです。 

 

令和２年２月 

職業訓練実践マニュアル作成委員会 

 はじめに　





 

    

 

 本書は、機構運営校が精神障害・発達障害者に対して訓練生活への適応の促

進を目的に入校直後の導入期の訓練として実施している、「安定した訓練受講」、

「効果的・効率的な訓練受講」ができる状態を整える取り組みについてまとめ

ています。 

紹介する導入期の訓練における取り組みの実施には一定の労力を要しますが、

訓練生が訓練生活へ適応することで、その後の訓練を安定して受講でき、円滑

な知識・技能の習得が期待できるため、各職業能力開発施設の状況に合わせて

参考にしていただきたいと考えています。 

 また、近年は、障害名にとらわれず、「できること・苦手なこと、得意なこと・

不得意なことは訓練生一人ひとり異なっていて、職業生活においてどのような

仕事や働き方がよいか」等に着目しつつ、個人の「特性」、「環境要因」、「心身の

状態」等がどのように関係しているかを全体として捉えます。そのうえで、「訓

練生はどのような対応法を習得すべきなのか」、「どのような支援を行うと訓練

生の能力が最大限発揮できるか」を検討していくと良いと考えます。 

 本書のタイトルは「精神障害・発達障害者への職業訓練」としていますが、本

文では、「精神障害者の職業訓練」、「発達障害者の職業訓練」と障害に焦点を当

てるのではなく、「訓練生の特性に合わせた職業訓練」という考え方で記述して

います。 

 各職業能力開発施設で実施している精神障害・発達障害者の職業訓練は、機

構運営校とは「訓練コース」、「訓練期間」、「訓練の実施体制」等が異なっていま

す。 

 そうしたことから、本書は「マニュアル」という名称としておりますが、各職

業能力開発施設において、精神障害・発達障害者の職業訓練を実施する際に導

入期の訓練としてここに記載されている考え方を活用して、独自にカリキュラ

ムを作成し、効果的・効率的な精神障害・発達障害者の職業訓練の実現を提案し

たものです。 

 

〇「導入期の訓練」という表現について 

「障害者職業能力開発校における導入訓練を伴う普通課程の普通職業訓練の

 本書について（事前にお読みください）　



 

実施について（平成１６年３月１７日改正 能能発 0317002 号）」において、「導

入訓練は、訓練生に対して身障訓練校における訓練生活への適応の促進を図る

とともに、訓練科又は訓練分野並びに教科、訓練時間、訓練期間及び訓練カリキ

ュラムを決定することを目的とする訓練であり、入校当初に行うものであるこ

と。」とされています。 

本書では、この導入訓練の目的のうち「訓練生活への適応の促進を図る」取り

組みについてまとめています。障害者職業能力開発校に限らず、広く職業能力

開発施設でご活用いただけるよう、「導入訓練」ではなく、入校直後の「導入期

の訓練」という表現を使用しています。 

この点をご理解のうえ、本書を読んでいただくと幸いです。 

「障害者職業能力開発校における導入訓練を伴う普通課程の普通職業訓練の

実施について（平成１６年３月１７日改正 能能発 0317002 号）」は巻末の資料

編に添付していますので、ご参考にしてください。 

 

 

〇本書の活用方法について 

本書は、必要と思われる章を選択して読むことができるような構成にしてい

ます。以下に各章でお伝えしたいことの概要を簡潔にまとめていますので、ご

活用ください。 

 

第１ 精神障害・発達障害者への職業訓練における導入期の訓練の意義 

訓練生が入校直後の導入期に、訓練生活への適応の促進を図るための訓練を

実施する目的と意義について 

 

第２ 対応法の習得の考え方と流れ 

訓練生の特性がどのような場面で「困っていることや作業のやりにくさ」と

して現れて、効果的・効率的な技能習得が可能となる対応法の習得における基

本的な考え方とその習得に向けた流れについて 

 

第３ 行動観察について 

訓練生の作業場面での「困っていることや作業のやりにくさ」を観察する際

の職員の視点、訓練生の作業場面での行動を観察するための具体的な作業課題

の提案、訓練生の行動を観察するときの記録方法について 

 

第４ 行動観察の結果から考察する 

訓練生の行動を観察した結果から、職員がその行動の背景にある要因を考察

する手法や訓練生に提案する「困っていることや作業のやりにくさ」への対応

法を考察する手法について 

 

第５ 訓練生との相談で対応法を決定する 

訓練生と職員が作業の結果を振り返り、職員が作業結果に対する訓練生の考

えを確認し、訓練生自身が対応法を自己選択、自己決定できるような進め方に

ついて 

 

第６ 行動観察から対応法を習得するまでの支援事例 

職員が作業場面で訓練生の行動を観察する中で見られた気になる行動や動 

 作を記録し、その記録から背景にある要因を考察することから、訓練生と相

談し、相談した結果により訓練生が対応法を決定するまでの一連の支援の流

れ（事例）について  
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第１では、導入期の訓練の目的である訓練生活への適応の促進を図ることの

意義について説明します。 
 
精神障害・発達障害のある訓練生によく見られる傾向として、「作業指示の受

け止め方がずれて指示通り正確に作業ができない」、「自分のやり方にこだわっ

てしまい、作業指示とは違う行動をする」、「質問のタイミングがわからず訓練

が遅れてしまう」、「体調が安定せず訓練に専念できない」等の状況があります。 
精神障害・発達障害と一言で言っても一人一人の障害の状況や現れ方は違い

ます。 
そのため、障害名や一般的に言われている障害の傾向にはとらわれずに、訓

練生の特性がどのような形で訓練（仕事）場面に影響するのかを見極めること

が重要です。 
訓練生が訓練期間を通して安定して訓練を受講し、円滑に知識・技能を習得

していくために、入校直後の導入期に訓練生活への適応の促進を図るための訓

練を実施することには意義があり、「健康管理」、「訓練意欲の維持」、「ストレス・

疲労の自己管理」、「把握された特性から現れる課題」、「困っていることや作業

のやりにくさ」への対応法の習得に取り組んでいきます。 
具体的には、訓練生にとって負荷の少ない訓練の時間や内容を段階的に設定

し、訓練生の特性による日常生活や訓練への影響を把握します。また、様々な作

業を通してその影響に気づくこと（認識）を促し、訓練生に合った対応法を職員

が一緒に考えます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

図１－１ 訓練生活への適応を促すイメージ 

 

・不安感や焦燥感を抱きやすい 

・疲労しやすい 

・コミュニケーションが苦手 

・考えや気持ちを伝えることが苦手 

・人との距離感がうまく取れない 

・プレッシャーやストレスに弱い 

・こだわりがある 
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 第1　精神障害・発達障害者への職業訓練における導入期の訓練の意義
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職業訓練は、就職に必要な知識・技能を習得するために実施するものであり、

導入期の訓練は、訓練科での知識・技能の習得と特性に応じた対応法の習得に

必要な期間を考慮し、訓練期間全体の１０％から１５％の割合で実施されるの

が望ましいでしょう。 
導入期の訓練の位置づけは、図１－２に示すようになります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

本書では、導入期の訓練において「把握された特性から現れる課題」、「困って

いることや作業のやりにくさ」への対応法の習得についてまとめています。 
導入期の訓練全般については職業訓練実践マニュアル「精神障害・発達障害

者への職業訓練における導入期の訓練編Ⅰ～特性に応じた対応と訓練の進め方

～」を参照ください。  
 

   

 

訓 

練 

開 

始 

訓 

練 

修 

了 

知識・技能・意欲の向上 

不安・焦燥感の軽減 

導入期の訓練を通じて 

訓練生活への適応を図る 

導入期の訓練 

図１－２ 導入期の位置づけ（イメージ） 
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  第２では、訓練生の特性がどのような場面で「困っていることや作業のやり

にくさ」として現れて、効果的・効率的な技能習得が可能となる対応法の習得に

おける基本的な考え方とその習得に向けた流れについて説明します。 
 
１１  対対応応法法のの習習得得のの考考ええ方方  

導入期の訓練において、訓練生の特性がどのように作業に影響していくの

か、どのような場面で「困っていることや作業のやりにくさ」が現れてくるの

かを職員が把握し、訓練生へ気づきを促して、訓練生がその対応法を習得する

ことで、その後の訓練での効果的・効率的な知識・技能の習得、そして安定し

た訓練受講につながる可能性を高められます。 
また、訓練生自身から「困っていることや作業のやりにくさ」の原因や対応

法について相談があった場合、これを契機として作業状況の行動や動作を観

察していく場合もあります。 
対応法の習得に当たっては、次のような６つの考え方が大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

以上の６つの考え方をもとに、図２－１に示すサイクルで、導入期の訓練に

おいて対応法を習得することができれば、その後の訓練を円滑に進められる

ことが期待できます。 

 訓練生の障害名だけに捉われず、できること・苦手なこと、得意な

こと・不得意なことを把握する 

 訓練生の特性がどのような場面で「困っていることや作業のやりに

くさ」が現れるかを、職員が訓練生の行動や動作を観察して、でき

ることや得意なことを生かしながら、どのような対応法がよいのか

考察する 

 相談の中で訓練生のできること・苦手なこと、得意なこと・不得意

なこと等の把握した特性について情報共有し、職員が考察した対応

法を踏まえ（指導しない）、訓練生と一緒にどのような対応法がよい

のかを考える 

 対応法について相談を進めていく中で、最終的に訓練生自身が対応

法を決定する 

 訓練生自身が決定した対応法を実践して、その効果を確認する 

 実践の結果を再度相談の中で訓練生と一緒に振り返り、対応法が効

果的だった場合には、その対応法を継続して実践（対応法の習得）

する 

 第2　対応法の習得の考え方と流れ
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図２－１ 対応法の習得サイクル 

２２  対対応応法法のの習習得得のの流流れれ  
訓練生の「困っていることや作業のやりにくさ」を把握し、それを解消また

は軽減するための対応法を習得するには、次のような流れで進めていきます。 
 

（１）行動を観察する 
職員が訓練生の訓練場面等での行動や動作を観察し、「良い点」、「工夫し

ている点」、「作業が誤っている点」、「気になる点」等、目に見える行動や動

作を見出して記録します。 
目に見える行動や動作としては、指示理解の様子（指示内容の理解、指示

のメモ取り、指示内容の記憶）、報・連・相（言葉遣い、姿勢、内容の適切

さ、質問）、表情（不安、疲労、焦り、視線）、作業の様子（作業スピード、

作業中のメモ、見直し確認）等が挙げられます。 
 
（２）行動観察の結果から背景にある要因を考察する 

行動観察の結果から、訓練生の「困っていることや作業のやりにくさ」の

「背景にある要因」をしっかり考察することが、対応法を検討するときのポ

イントになります。考えられる「背景にある要因」は様々で、障害も含めた

訓練生の特性のほかに、「気持ちや意図」、「生理的要因」、「環境的要因」、「成

育歴」、「これまでの経験」、等が相互に影響しあっていますので、それぞれ

の側面から把握したうえで対応法を考えることが大切です。 

•訓練生との相談を通し
て訓練生自身が「困っ
ていることや作業のや
りにくさ」の確認をで
きるように促す

•訓練生が対応法を自己
選択、自己決定できる
ように促す

•観察結果から「困って
いることや作業のやり
にくさ」の背景にある
要因を考察し、対応法
を検討

•職員が訓練生の訓練場面
等での作業状況を観察し、
「良い点」、「気になる
点」等、目に見える行動
や動作を見出して記録

(1)行動
観察

(2)考察

(3)相談(4)対応法
の決定
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（３）訓練生と相談する 
訓練生と職員による相談では、行動観察で見出した「良い点」、「工夫して

いる点」を伝えるとともに、訓練生自身の感じている「困っていることや作

業のやりにくさ」がどのような場面でどのような状況だったのか、また気に

なった点も聞き取って情報を共有します。 
そして、「困っていることや作業のやりにくさ」に対して、訓練生自身が

対応法を提案、自己選択、自己決定できるように促します。 
訓練生が対応法を思いつかない場合には、可能な限り複数の対応法を提

案し、訓練生自身が選択するように促します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【用語について】 

「行動観察」は、人間の生活場面や作業場面等のあらゆる場面での行

動を観察し、定性的に事実を捉える手法で、無意識の行動等本人の自覚

がない事実や当たり前で見過ごされてしまう事実を探る方法の一つと

言われていますが、本書では、職員が訓練生の訓練場面等での作業の状

況の行動や動作を観察し、「困っていることや作業のやりにくさ」を見

出す手法として記述しています。 

 
作業のどこ

がやりにく

いのかな？ 

何か困って

いるのか
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（４）訓練生が対応法を決定する 
（３）の訓練生との相談の中で、最終的に訓練生自身が有効と考える対応

法を選択し決定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２ 訓練の全期間における対応法の習得の考え方 

 

図２－２に示すように、対応法を実践しながら訓練を進めていき、職員は、

訓練生が対応法を活用できているか、新たな「困っていることや作業のやり

にくさ」がないかという視点で、「行動観察」をし、観察結果から背景にあ

る要因や対応法を「考察」し、訓練生との「相談」を通して、「対応法の決

定」というサイクルを訓練期間全体を通して実施することで、より円滑な訓

練実施、その後の就労へとつなぐことが可能となります。 
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第３では、行動観察を行う際の職員の視点、行動観察のための具体的な作業

課題、観察結果の記録方法について説明します。 

 

１１  行行動動観観察察のの視視点点ににつついいてて  
行動観察では、職員が訓練生の作業場面での行動や動作を観察して、訓練

生の作業結果だけでなく、「できること・苦手なこと、得意なこと・不得意な

こと」や「困っていることや作業のやりにくさ」の特性を把握します。 

行動観察に当たっては、「①①作作業業面面」、「②②対対人人面面」、「③③思思考考・・行行動動面面」の視

点を意識して、訓練生の「気気ににななるる行行動動やや動動作作」について多面的に捉えます。 

行動観察では、訓練生の「うまくできていない点」、「不得意なこと」等のマ

イナス面に目が向きがちですが、「うまくできている点」、「得意なこと」等の

プラス面にも目を向けることが重要です。 

職員が対応法を検討する際に、このプラス面の特性を利用した有効な対応

法の検討や、訓練生との相談場面において、プラス面の特性を共有することに

よる信頼関係の醸成に役に立ちます。 

行動観察に当たって具体的な視点を次にそれぞれ示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【具具体体的的なな視視点点】】  

〇〇指指示示理理解解  

指示理解はできているか、指示を覚えているか、メモ取りはできているか  

〇〇作作業業耐耐性性  

作業量を増やす等の作業負荷をかけた時、作業の状況（正確さ・作業時間）

がどのように変化するか、その時の表情や態度はどのように変化するか  

〇〇集集中中力力  

周囲に気を取られていないか、作業以外のことをしていないか、眠そうにし

ていないか  

〇〇持持続続力力  

同じ作業を長時間にわたってできるか、途中で作業をあきらめていないか  

〇〇作作業業のの確確認認  

成果物が正しくできているか、作業の途中で適切に確認できているか  

〇〇質質問問  

わからないとき、疑問に感じた時に質問ができているか  

〇〇報報告告  

作業が終わった時に報告ができているか  

 

作業面については、技能習得状況から把握できます。 

①① 作作業業面面  

 第3　行動観察について
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対人面については、職員からの指示の受け方、質問の仕方等から把握

できます。 

【【具具体体的的なな視視点点】】  

〇〇挨挨拶拶・・返返事事  

いつもの挨拶と変化はないか、表情はどうか、作業指示を説明している時の

返事はどうか 

〇〇言言葉葉遣遣いい  

職員に対する言葉遣い、訓練生に対する言葉遣いはどうか、人や場面によっ

て切り替えができているか、いつもの言葉遣いと変化はないか 

〇〇話話のの聞聞きき取取りり  

最後まで説明を聞くことができるか、話をさえぎって話し出さないか 

〇〇相相手手のの気気持持ちちやや考考ええのの理理解解  

相手の気持ちや置かれている状況を察した発言や対応ができるか 

〇〇質質問問・・報報告告  

質問や報告のタイミング、内容、仕方は適切か 

【【具具体体的的なな視視点点】】  

〇〇作作業業指指示示のの捉捉ええ方方  

作業指示の説明に従って作業を進められているか、特定のことに対して強い

こだわりを持っていないか、どのような状況でも「大丈夫」と思っていない

か、何事に対しても否定から始まるようなことはないか、進捗状況をほかの

訓練と比較してしまうことはないか 

〇〇疲疲労労のの状状況況  

ためいきが増えていないか、目をこする・頭を抱え込む・汗をぬぐう・手を

止めてボーっとしている等の普段と違う態度や表情はみられていないか 

〇〇スストトレレススのの状状況況  

焦り・不安な様子は見られないか、辛そうにしていないか、イライラした様

子はないか、周囲を気にしていないか 

思考や行動面については、作業指示の捉え方、こだわり、疲労、スト

レスの状況からの態度、表情等から把握できます。 

②② 対対人人面面  

③③  思思考考・・行行動動面面  
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２２  行行動動観観察察ののたためめのの課課題題  
訓練場面で訓練生の行動を観察することによって訓練生の「困っているこ

とや作業のやりにくさ」を見出すことは可能ですが、知識・技能の習得を目的

とするような訓練の場面では、「困っていることや作業のやりにくさ」が訓練

生の経験値に影響を受ける可能性もあり、行動観察の本来の目的である訓練

生の特性の把握が困難になる場合があります。また、行動観察では職員の知識、

経験値によって結果に差がでないような配慮も必要です。 

そこで、導入期の訓練においては、次の点に留意して知識・技能の習得を目

指さない単純な作業を繰り返す課題を設定することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の点に留意して、ここでは、行動観察の課題例として「電池の仕分けと

袋詰め」を紹介します。 

 

（１）課題の概要 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パソコン作業や紙筆だけではなく、手作業を伴うものであること 

 安価で容易に準備できる機材、材料であること 

 材料にある程度重量があること（身体的な負荷が多少あること） 

 一作業が短時間（１～２分）で完了し、繰り返し作業ができること 

 作業場所の移動を伴わないこと（移動すると気分が切り替わり特性が

出にくい場合がある） 

 作業の難易度のレベル設定ができること 

 作業結果の検証に時間がかからないこと 

訓練生の作業場面での行動や動作を観察することで訓練生の「困っ

ていることや作業のやりにくさ」を見出し、「背景にある要因」と対応

法を考察することを目的とします。 

作作
業業
のの
目目
的的  

・乾電池 

単２、単３、単４、単５の各２本入りを４セット 

・ボタン電池 

大、小を各８個 

・ビニール袋 

大、中、小それぞれ５枚 

・ストップウォッチ 

・訓練生に配布する「ビニール袋選択のルール」の用紙 

・付せん（大きめのもの）  

使使
用用
すす
るる
教教
材材  
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作業 No 袋詰めする電池 

１ 単３を１セット 

２ 単４を１セット、単５を１セット 

３ 単２を１セット、単４を１セット 

４ ボタン電池・小を２個 

電池の種別 合計本数（個数） 袋の種類 

単３～５のみの場合 

１セット 小 

２～３セット 中 

４セット以上 大 

ボタン電池のみの場合 

２個以下 小 

３～５個 中 

６個以上 大 

単３～５、ボタン電池が混合

の場合 

電池２セット以下 中 

電池３セット以上 大 

単２を含む場合 大 

訓練生は、下表の訓練生に配布する用紙に示す「ビニール袋選択のルー

ル」を参照して、大、中、小を選択して、袋詰めを行う。 

【ビニール袋選択のルール】  

訓練生の「困っていることや作業のやりにくさ」を見出すために、

あえて口頭指示にする。「作業指示書」に従い１回ごとに袋詰めする電

池の種類及び本数（個数）を口頭指示し、４回行う。 

作作
業業
指指
示示  

訓訓
練練
生生
にに
配配
布布
すす
るる
用用
紙紙  

口頭指示された１回ごとの袋詰め作業を４回行った合計時間をスト

ップウォッチで計測して報告する。 

作作
業業
のの
報報
告告  

作作
業業
指指
示示
書書  
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（２）作業の流れ 
「電池の仕分けと袋詰め」課題の作業内容及び進め方について説明を行っ

た後、「作業指示書」に従い１回ごとに袋詰めする電池の種類及び本数（個

数）を口頭指示します。この作業指示を４回行い、訓練生自身が時間を計測

します。作業の流れを図３－１に示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

図３－１ 作業の流れ 

  

③作業の実施 

訓練生が指示に基づいて電池を袋詰めする 

④終了の報告 

訓練生は作業が終了したら指示者に「終了」を報告する 

⑤作業時間の報告 
訓練生は４回の作業が終了したら、４回の作業の合計時間を指示

者に報告する 
 
 

②作業の指示 

指示者は「作業指示書」に基づいて袋詰めする電池の種

類と本数（個数）を口頭で指示する 

①作業の内容及び進め方についての説明 

職員は「ビニール袋選択のルール」を訓練生に渡す 

職員が作業手順を訓練生に説明する 

 
職
員
は
訓
練
生
の
行
動
を
観
察
・
記
録 

②②
～～
④④
をを
４４
回回
繰繰
りり
返返
すす  

本マニュアル付録の DVD に、参考資料として 

・資料１   電池の仕分けと袋詰めの実施方法 

・資料２   行動観察記録票 

・資料３－１ 行動観察記録票・記入例（訓練生Ａ） 

・資料３－２ 行動観察記録票・記入例（訓練生Ｂ） 

・付録 DVD 映像「対応法検討のための演習」 

を収録しています。 
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（３）行動観察と記録 
職員は、訓練生の作業時の行動や動作を「①作業面」、「②対人面」、「③思

考・行動面」の視点を意識して観察し、訓練生の「気になる行動や動作」に

ついて記録します。 

複数の職員で同じ訓練生の行動を観察することで、訓練生の「気になる行

動や動作」を見逃すことなく、また多角的に観察できます。やむを得ず一人

で観察する場合には、記録をしっかりと取り、考察の際に職員間で情報共有

します。 

 

【①作業面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②対人面】 

 

 

 

 

 

 

【③思考・行動面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良良かかっったた点点  

・説明に対して「はい、わかりました」と丁寧な言葉遣い 

気気ににななるる点点  

・作業途中、手が止まっているが、質問するわけでもなくボーっとしている 

・４回の作業の合計時間の報告をしない 

良良かかっったた点点  

・作業が途中で止まることはあったが、最後までやることができた 

気気ににななるる点点  

・イライラしている様子が見られる 

・ためいきをつく、目をこする、頭を抱え込む、汗をぬぐう、ボーっとし

ている 

・周囲が騒がしいと怒りをあらわにする 

・作業する手が時々止まる 

・袋や電池の置き方が少しでもずれると、まっすぐに直す 

良良かかっったた点点  

・配布された「ビニール袋選択のルール」を見て袋の確認をしている 

・袋詰め後に指さし確認している 

気気ににななるる点点 

・「ビニール袋選択のルール」を見て袋の確認をしているにもかかわらず、

入れる袋を間違えている 

・作業のペースが不安定 



- 13 - 

３３  訓訓練練場場面面ででのの行行動動観観察察ににつついいてて  
導入期の訓練後の知識・技能の習得の訓練場面においても、職員は訓練生の

行動や動作を観察し、導入期の訓練で訓練生が習得した対応法が定着して有

効に活用できているか、導入期の訓練場面では気が付かなかった「困っている

ことや作業のやりにくさ」がないかを確認します。 

 

４４  訓訓練練場場面面以以外外ででのの行行動動観観察察ににつついいてて  
「②対人面」や「③思考・行動面」の視点から特性を把握するには、訓練場

面だけではなく訓練生の登校時、休憩時、下校時等の行動を観察することが有

効です。 

登校時の整容、挨拶等の様子、休憩時の過ごし方、下校時等の挨拶等の様子、

訓練生や職員との会話やかかわり方等の様子、ほかにも趣味、喫煙や飲酒の状

況や量の変化等の嗜好も含めた訓練生の生活全般の状況を捉えることは、「背

景にある要因」や「対応法」を考察する際に効果的です。 

 

 

 

 

 

 

【【具具体体的的なな視視点点】】  

〇〇挨挨拶拶  

朝や帰りの挨拶は自分からできるか、職員や友人から挨拶された場合は挨

拶ができるか、挨拶されてもできないか 

〇〇対対人人関関係係  

一人で過ごすことを好むか、昼休憩等では集団の中で過ごすことができる

か、雑談ができるか 

〇〇趣趣味味・・嗜嗜好好  

得意なこと、好きなこと、リラックスできること、趣味、喫煙・飲酒等の

嗜好の有無と状況、休憩時間の過ごし方、外出が好きか・家で過ごすことが

好きか等の生活状況 

  

技能訓練以外の場面、例えば朝礼や休憩時間、訓練生同士の会話等、

日常的な会話や動作を観察することでも特長や特性を把握することがで

きます。 

訓訓練練場場面面以以外外ででのの行行動動観観察察  
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第４では、訓練生の行動や動作を観察した結果から、職員がその行動の背景

にある要因を考察する手法について、訓練生の「困っていることや作業のやり

にくさ」への対応法を考察する手法について、具体的な例を示しながら説明し

ます。 

 

１１  背背景景ににああるる要要因因をを考考察察すするる  

訓練生の「困っていることや作業のやりにくさ」の場面に遭遇すると、職員

はその問題を早く解決しなければと焦って、原因を十分に検討せずに対応し

てしまいがちです。しかし、このような対応では本質的な問題の解決に至らな

いばかりか、かえって悪化してしまう可能性があります。図４－１のように目

に見える「気になる行動や動作」だけに着目するのではなく、「困っているこ

とや作業のやりにくさ」の「背景にある要因」をしっかり見極めることが大切

です。背景にある要因は様々で、訓練生の特性だけではなく、気持ちや意図、

生理的要因、環境的要因、成育歴、これまでの経験等が相互に影響しあってい

ます。 

職員が「背景にある要因」について訓練生に確認する場合は、訓練生がう

まく状況を説明できない、あるいは訓練生自身が「背景にある要因」に気づ

いていない場合もありますので、ある程度「背景にある要因」を考察してお

き、訓練生と相談する中で、「背景にある要因」をより明確にすることがで

き、適切な対応法が見出せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１ 行動上の問題と背景にある要因の氷山モデル 

 第4　行動観察の結果から考察する
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２２  考考察察すするるたためめのの手手法法  
（１）気になる行動や動作から考察する 

行動観察においては、訓練生の作業結果だけでなく、訓練生の「気になる

行動や動作」、さらには職員の指示の出し方や天候、訓練の環境等多面的に

記録することにより、「背景ある要因」を推測しやすく、適切な対応法の検

討につなげることができます。 

 
 
 
 
 
 

 
この例では「作業に時間がかかり、余分なデータが入力されていた」とい

う作業結果に着目した対応法として、例えば「指示をよく聞く」「わからな

ければ質問する」などが考えられますが、それだけでは訓練生の「困ってい

ること」の本質的な解決には至りません。図４－２に示すように、指示を受

けた直後の「動きが止まる」、「周りをキョロキョロと見る」の行動から、「背

景にある要因」として「指示がわからなかったのかも」、「指示内容を忘れた

のかも」あるいは「（指示がわからなかったから）周りを見て動こうとして

いたのかも」が推測できます。推測どおりであれば「質問をしなかったのは

なぜだろう？」と新たな疑問が出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 作業の流れからの考察 

口頭で作業指示を受けて、作業に取り組もうとしたがすぐに動きが

止まった。その間、周りをキョロキョロと見る仕草も見られる。しばら

くして作業に取りかかり、集中して行っている様子だったが、想定よ

りずいぶんと時間がかかっていた。提出されたものは、余分なデータ

まで入力してあった。 

（（例例））作作業業のの流流れれでで見見らられれたた気気ににななるる行行動動やや動動作作  
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このように、行動観察によって目に見える水面上の「気になる行動や動作」

から、どうしてそのような行動や動作になるのかを考えることが重要です。 
 
（２）多面的な視点から考察する 

よくあるエピソードですが、普段は正確に作業をする訓練生が、突然「ミ

スが多くなる、眠そうにしている」等の様子が見られたときに、その作業場

面での行動や動作だけを考察しても原因がわからないことがあります。その

ときには行動や動作の「背景にある要因」として、「昨日は眠れたのだろう

か」、「服薬は適切にできているのだろうか」、「何か気になっていることがあ

るのだろうか」等、作業面以外にも原因がある可能性を考える必要がありま

す。 
このように、「気になる行動や動作」から目に見えない水面下の「背景に

ある要因」を推測する場合、図４－３に示すように、健康状態や病気等の「身

体的側面」、生活習慣や対人関係にかかるコミュニケーション等の「社会的

側面」、こだわりやストレス・疲労の程度等の「精神的側面」、これまでの経

歴や身に付けてきた能力等の「職業的側面」の４つの側面と、訓練生に影響

を及ぼす「環境」を含めた５つの多面的な視点から考察し、対応法を検討す

ることが有効です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３ 背景にある要因を多面的に考察 

水面下（目に見えない） 
背景にある要因 

水面上（目に見える）気になる行動や動作 
 

環 境 
（作業環境、生活環境等） 

社会的側面 
日常生活、生活習慣 

コミュニケーション など 

身体的側面 
健康面(睡眠・食事・体力) 

疾病・通院・服薬 など 

職業的側面 
指示理解、作業遂行能力 

職業興味・適性 など 

精神的側面 
認知面(物事の捉え方・ 

思考・行動傾向)、ストレス・
疲労、性格 など 
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訓練生の行動で、「指示を受けた直後に動きが止まり、周りをキョロキョ

ロと見る」という「気になる行動や動作」から「なぜ質問をしなかったのだ

ろう？」と推測し、「背景にある要因」を多面的に考察した場合、図４－４

のように示すことができます。 
これらの４つの側面及び環境は、相互に作用しあっているため、この考

察をもとに訓練生と相談しながら本質的な原因を確認していきます。 
 

 
 
 
 

図４－４ キョロキョロしている仕草の原因を多面的に考察した（例） 

 
（３）情報を処理（指示理解）する過程で考察する 

情報（作業指示）の受け止め方や理解の仕方は、図４－５に示すように、

受受信信（人の頭の中で情報を処理するときに、外界の情報を読み取り）、処処理理

（読み取った情報を理解し、分析したうえで、判断）し、そして、これらの

処理に基づき送送信信（行動や動作を起こす）するという３つの過程からなりま

す。 
行動観察で目に見える水面上の部分は、送送信信になり、訓練生の「気になる

行動や動作」の「背景にある要因」に当たる部分は、受受信信または処処理理の過程

になります。 

水面上（目に見える）気になる行動や動作 

水面下（目に見えない） 
背景にある要因 

 

動きが止まる 
周りをキョロキョロ 
見る 

環 境 
・作業環境 長時間の座位等の影響？ 

職業的側面 

・指示内容がよくわからない？ 
・作業への興味が沸かない？ 
・ほかの人の作業が気になる？ 

身体的側面 

・疲労？ 
・服薬の影響？ 

社会的側面 

・どのタイミングで質問して良
いのかわからない？ 

精神的側面 

・どうして良いかわからず 
不安？ 

・注意が散漫？ 
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＊情報とは、対象（相手や作業課題等）の状況・言葉・態度等で、五感で感じ取れるものを指します。 

図４－５ 人が情報を処理する過程のイメージ 

 

指示を聞く（受受信信）、言葉の意図や表情を読み取ることや指示を理解・分

析・判断（処処理理）することは水面下の部分であり、見えないので捉えにくく、

訓練生自身も自覚しにくいため、職員が意識をしないと気づきにくい部分だ

と考えられます。 
 図４－５の考え方にもとづき、「動きが止まる、周りをキョロキョロと見

る」という訓練生について、情報を処理する過程に着目してみると、図４－

６に示すように「指示が聞き取れない」等の受受信信または「指示内容を考えて

も理解できない」等の処処理理に背景にある要因があると考察できます。 
この推測した一つひとつの可能性を検討して、本質的な「背景にある要因」

を絞り込みます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－６ 行動の背景として考えられること 

 

情 
 

 

報 

 

言葉の意図や表情、
状況に気づき、読み
取ること 

受 信 
（情報を取り込む） 

 
 
 
取り込んだ情報をも
とに、場面の捉え方
や、自分が取るべき
行動を判断すること 

処理 
(理解・分析・判断) 

行動観察場面で目に
見える行動・動作の
こと 

送信 
（行動・動作） 

情 
 

 

報 

 
 
・指示が聞き取れてい
ない？ 

・ 指 示 の 内 容 を 忘 れ
た？ 

受 信 
（情報を取り込む） 

 
 
 
・指示の内容を考えて
もわからない？ 

・メモの書き方がわか
らなかった？ 

 
 
・作業に取り組もうと
するが、しばらく動
きが止まる 

・周りをキョロキョロ
と見る 

処理 
(理解・分析・判断) 

送信 
（行動・動作） 
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（４）総合的に考察する 
行動観察後の考察はあくまで推測なので、決めつけをせず、これまでの経

過（生活歴等）、ほかの場面での様子や第５「訓練生との相談で対応法を決

定する」で紹介する相談場面等を含めて総合的に考察していくことが重要で

す。特に、導入期における訓練場面は、訓練生はまだ環境や職員に慣れてい

ない、自己と向き合うという状況に普段と違った緊張感等がある可能性もあ

り、導入期の訓練で見られる行動や動作は、訓練生の特性の一部でしかない

ことを常に頭に入れて考察することが必要です。 
図４－７に示すように、訓練生の「気になる行動や動作」が、周りの環境

や関わりによって起きている、あるいは一時的に起きている可能性も考えら

れるので、「気になる行動や動作」が見られない場面も踏まえて考察するこ

とが、有効です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４－７ 見る場面によって違う一面が見えることがある（例） 

 
 

（５）対応法について考察する 
訓練生の「気になる行動や動作」のすべてについて対応法が必要になるわ

けではありません。また、訓練生の「気になる行動や動作」が複数ある場合、

それぞれの対応法を一度に習得することは訓練生には負担になります。その

ため、一度に習得する対応法は優先順位をつけて習得することが大切です。 
対応法の必要性、優先度を考える場合は、「①就職して働いたときに課題

になりそうな事柄なのか」、「②本人が取り組みたいと感じる内容なのか」の

仕事は正確に！ 
確認をしっかり 

しよう！ 

普段のＡさん 

質問すると仕事
ができないと思
われないかな？ 

行動観察で見られたＡさん 
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２点に着目すると良いでしょう。 
「①就職して働いたときに課題になりそうな事柄なのか」については、本

人が希望している就職先、業種等も考慮に入れて検討することが必要です。 
「②本人が取り組みたいと感じる内容なのか」は、対応法を検討する際に

非常に重要です。そもそも本人が取り組みたくない、取り組む必要性がわか

らないという事柄に無理に取り組んでも結果は伴いません。何を取り組みた

いと感じているのかは、訓練生との相談で職員が一緒に整理をしていく必要

があります（詳細は第５「訓練生との相談で対応法を決定する」を参照）。

職員が訓練生の行動を観察した際、こだわりから一般的な作業手順に合わせ

られない等の「困っていることや作業のやりにくさ」が見られると、すぐに

円滑な作業遂行のための指導や助言をしがちです。 

しかし、こうした目に見える気になる行動や動作への対応法の指導では、

本質的な解決には至らない場合があります。 

以上のことから職員の行動観察、考察により「作業に対するこだわり、コ

ミュニケーションの特徴、ストレス等から他者の指導・助言を受け入れるこ

とが難しいのでは」といった「背景にある要因」を推測し、その対応法を検

討することが重要です。 
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  第５では、訓練生と職員が作業の結果を振り返り、職員が作業結果に対する

訓練生の考えを確認し、訓練生自身が対応法を自己選択、自己決定できるよう

な進め方について説明します。 

  
１１  相相談談のの流流れれ  
（１）対応法の習得に向けた相談 

第４「行動観察の結果から考察する」で説明したように、職員の考察後、 

訓練生との相談で、「困っていることや作業のやりにくさ」の「背景にある

要因」が職員の考察どおりか、訓練生がその状況を認識している「気づき」

があるかを確認したうえで、対応法の検討に進みます。 

行動観察の考察をもとに、「事実の確認」と「訓練生の状況の確認」を繰

り返すことにより職員と訓練生が互いに理解を深められるようになり、訓練

生は対応法の自己選択、自己決定へと進むことができます。相談を進める際

の留意点は、次の３点になります。 

 

【【①①事事実実にに基基づづいいたた相相談談】】  

 

 

 

 

【【②②気気づづききのの促促しし】】  

 

 

 

 

 

 

【【③③自自己己決決定定】】  

 

 

 

 

 

 

 

職員は、作業時や相談中に見られた行動や動作をもとに「背景にある

要因」を推測し、相談の中で、訓練生の考えを明らかにしたうえで訓練

生に事実の確認を行います。 

対応法は職員が指導するのではなく、まず訓練生の考えている対応法

を聴き取り、自己決定できるように導きます。対応法が訓練生から提案

がない、職員の考えと一致せず不十分な場合等、状況に応じて職員が考

える対応法を提案します。訓練生は異なる観点からの対応法を知ること

で、自己選択、自己決定する対応法の幅を広げられます。 

対応法が職員の提案と一致しない場合には、まずは訓練生の提案を実

践してみて有効であればその対応法の習得を目指します。 

訓練生の対応法が、「困っていることや作業のやりにくさ」の解決につ

ながらない場合は、職員が提案した対応法を訓練生が同意して実践する

手順を踏むことで訓練生は納得感をもって取り組むことができ、さらに、

相談による問題解決の有効性を学ぶことができます。 

 第5　訓練生との相談で対応法を決定する
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（２）自己理解を可視化させる 
「自身を客観的に捉えることや情報の整理統合が苦手」な訓練生の場合、

職員との相談を重ねる過程で、気づきを得ることが多くあります。そのため、

訓練生は自身の行動や職員からの助言を記録しておくことが有効です。具体

的には①「日々のセルフモニタリング」、②「定期的なセルフモニタリング

の整理・まとめ」で構成しています。 

 

【【①①  日日々々ののセセルルフフモモニニタタリリンンググ】】  

図５－１に示すように、紙に「日付、訓練生と職員とのやり取り、訓練

生の考え」を訓練生自身が記入します。相談を重ねる中で、支援経過記録

が蓄積され、当初のやり取りから現在までの過程をまとめて振り返ること

ができ、これまでの取り組みの効果が実感でき、次のような意欲の向上が

期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１ セルフモニタリングの内容（例） 

 

【【②②  定定期期的的ななセセルルフフモモニニタタリリンンググのの整整理理・・ままととめめ】】  

図５－２に示すような様式は、訓練生自身が作業体験をもとに、自身の

特長や「セールスポイント（得意）」、「困っていることや作業のやりにく

さ（苦手）」、「自分が努力していること」、「配慮をお願いしたいこと」等

を取りまとめて、自らの特性を説明する際に活用するもので、導入期の訓

練では、訓練場面や相談場面で気づいたことを記入します。 

 

〇月□日 

はじめてピッキング作業を３０分行った。説明を聞いている時は理

解できたと思ったが、どのような内容かを質問された時には答えら

れなかった。対応法としてこれからは説明を聞きながらメモを取る

ようにする。 

・過去のやり取りを思い出すことができる 

・やり取りの直後に書くことで、理解を促すことができる 

・訓練生が書くことで、意欲が高まりやすい 

・これまでの経緯を視覚情報として確認することができる 
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  希望（予定）コース:           氏名：        
     

 
セールスポイント 

（得意） 

困っていることや作業

のやりにくさ 

（苦手） 

対応方法  

自分が努力していること 配慮をお願いしたいこと 

入校時  

    

○日目  

    

○日目  

    

○日目  

    

※作業面、対人面、思考、行動の特徴の観点から考えてみましょう。 

図５－２ 自己理解した内容を整理・まとめるツールの様式（例） 
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２２  相相談談場場面面ににおおけけるる職職員員のの視視点点  
相談する場合、職員の視点という観点から、訓練生に気づきがある場合と

訓練生に気づきがない場合の２つのパターンに分けて整理します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「訓練生の気づき」を確認し、「考察」した内容と一致し

ているかどうかを確かめていく必要がある。 

【気づきの促し】 
 ・感想を聞く     ・行動の理由を聞く 

・工夫した点を聞く  ・対応法を考えさせる 等 

訓練生は何ができて、何ができていな

かったか、ミスした原因は何か、

等・・・・・・・気づいているのかな？ 
私の考察は正しいのかな？ 

・「作業はやってみていかがでしたか？」 
・「何か工夫した点はありますか？」 
・「このミスの原因はわかりますか？」 
・「ミスを防ぐためにはどうしたら良いでしょうか？」 

・「大体はできたのですが、

一部ミスもありました」 
・「確認しにくかったので、

〇〇（工夫）をしました」 
・「作業指示を聞き漏らし

ていたので、手順が曖昧

なところがありました」 
・「ミスを防ぐために△△

（対応法）をしてみよう

と思います」 

・「途中でわからなくなったと

ころがありました」 
・「質問ができなかったので、

〇〇（工夫）をしました」 
・「作業指示は聞いていたの

で、大丈夫だと思いまし

た。どうしてミスになった

のかわかりません」 
・「ミスを防ぐためには、どう

したら良いかわかりませ

ん」 

訓訓練練生生にに気気づづききがが   
ああるる場場合合                

訓訓練練生生にに気気づづききがが   
なないい場場合合   

次次ペペーージジへへ                2266 ペペーージジへへ  
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（１）訓練生に気づきがあるパターン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ミスに気づいていることや工夫があることは良かったが、訓練生が

挙げた対応法から考えて、自身の苦手（課題）な部分も気づいてい

るのかな？ 
対応法は△△が考えられるけど、□□も有効かもしれない。 
訓練生はどのように判断するかな？ 
 

訓練生の考えから、「考察」した内容と照合する。 
「考察」と一致しており、適切な対応法が挙げられる場

合はその行動を強化する。 
【自己決定を促す】 
 ・良い点を褒める ・復唱 ・提案  等 
 

・「確認のために〇〇（工夫）をしていたのですね。

継続してできそうですか？」 
・「指示を聞き漏らしていたのであれば、△△（対応

法）は良さそうですね。また、□□（対応法）もあ

りますがいかがでしょうか？」 

・「〇〇（工夫）は、今後もできると思います」 
・「まずは、△△（対応法）からやってみようと思い

ます」 
自自己己決決定定  

自自己己決決定定  
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（２）訓練生に気づきがないパターン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練生の発言や言動から、「考察」した内容と照合する。 
訓練生に気づきがない場合は、状況を一緒に整理する。 
良い点があれば褒める。必要に応じて対応法を提案する。 

・「作業指示が曖昧なところがあって、途中からわか

らなくなったのですね。聞いているだけだと、理解

できないところがあっても、後から確認もできない

ですね」 
・「ミスを防ぐために△△（対応法）や□□（対応

法）といった対応法がありますが、どれかを試して

みてはいかがでしょうか？」 

・「作業指示を聞いているだけでは理解が難しいかも

しれません」 
・「□□（対応法）であればできるので、試してみた

いと思います」 自自己己決決定定  

途中でわからなくなった点には気づいていたみたいだな。 
ただミスの原因には気づいていないようだけど、訓練生の 
苦手（課題）な部分はこれかな？ 
・口頭指示だと理解が難しいのかな？    
・周囲の雑音や光などについてはどう感じているのかな？ 

事実関係を確認した方がよいかな？ 
・マルチタスクが苦手なのかな？ 
・何か作業のこだわりがあるのかな？ 

対応法は提案した方がよさそうかな？ 
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（（ままととめめ））訓訓練練生生ととのの相相談談～～対対応応法法のの決決定定ににつついいてて  
以上からわかるように、作業後の相談場面で、訓練生から当初気づきが

得られない場合であっても、直ぐに指導・指示するのではなく、行動観察

で得られた客観的事実を訓練生に伝えることで、訓練生自身の気づきを促

すことができます。得られた気づきから対応法を検討する過程で訓練生の

自己理解は更に深まり、目標意識を持って、より主体的に訓練に取り組む

ことができます。 
職員は行動観察において、一方的に情報収集に終始するのではなく、訓

練生が、気づき、対応法を自己決定できるよう、情報を整理し、対応法を

検討する過程を訓練生と一緒に行う姿勢が大切であり、職員と訓練生の信

頼関係構築に繋がります。 
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第６では、職員が作業場面で訓練生の行動を観察する中で見られた気になる

行動や動作を記録し、その記録から背景にある要因を考察する場面、訓練生と

相談する場面、相談した結果、訓練生が対応法を決定するまでの一連の流れを、

事例を挙げながら説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

観察できた行動の原因は何だろうか？ 

身体的側面：体調は良いか 

社会的側面：眠い。周りの音や光が気になる 

職業的側面：モチベーションがない。休憩が取れず疲労している 

精神的側面：ストレスを強く感じている。精神疾患の症状がある 

  受信：指示が聞き取れていない 

  処理：指示が理解できない。指示を記憶できない 

対応法は何が役立ちそうかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《《情情報報のの整整理理・・物物事事にに注注意意をを向向けけるるここととがが苦苦手手（（課課題題））なな  

訓訓練練生生 AA ささんんのの事事例例》》  

●●導入期の行動観察で見られた行動（課題） 

・訓練生全体に作業指示を口頭で説明でした時にうつむい

たり、時々周りをキョロキョロと見回したり、手遊びが

見られた。 

・説明後に声をかけて説明が理解できたかどうかを確認す

ると、「わかった」と答えるものの、具体的に内容を確

認すると、ほとんど理解はできていなかった。 

環 境  

社会的側面 身体的側面 

職業的側面 精神的側面 

 第6　行動観察から対応法を習得するまでの支援事例
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職 員：所内ルール等のガイダンスを口頭説明した時にうつむいたり、

時々周りをキョロキョロと見回したりしていましたが、体調が

悪い等、何か気になることがありましたか。【気づきの促し】 

Ａさん：体調は大丈夫です。ただ、説明がたくさんあって途中からわか

らなくなり、ほかの人はどうしているのか気になりました。 

 

 

 

身体的側面：体調は悪くないか？ → ✓OK 

社会的側面：眠い。周りの音や光が気になっていないか？ → ✓OK 

職業的側面：モチベーションがない。休憩が取れず疲労していないか？  

→ ✓OK 

精神的側面：ストレスを強く感じている。精神疾患の症状がないか？ → ✓OK 

受信：指示が聞き取れているか？ → ✓OK 

処理：指示が理解できない。指示を記憶できないか？ → これだ！ 

対応法として、まずは「メモを取る」が良さそうだな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員：これからも説明が続きますが、どうしたら説明を理解すること

ができますか。【気づきの促し】 

Ａさん：説明を聞きながら、大事なことはメモを取りたいと思います。

【自己決定】 

職 員：それは良い方法ですね。次はメモを取ってみましょう。 

 

A さんが対応法として「メモを取る」を挙げており、職員が考察した対応法と一致して

いる。自己決定も行っているため、対応法の実施を促した。 

 

A さんと相談して、考察と照合してみると・・・ 
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Ａさんは職員と相談した内容を記録します。このとき、相談内容の情報を自

分で整理し記録することで、どのように情報が整理されたのか可視化でき、職

員とも共有できるので今後の振り返りに役立ちます。 

 

〈A さんの記録〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員：（Ａさんが記録（セルフモニタリング）した内容を一緒に確認） 

では、次に作業の説明をしますので、作業手順をメモしてくだ

さい。 

Ａさん：分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録（セルフモニタリング） 

 

〇月〇日 

説明を聞いているときは、理解できていると思ったが、どんな内容かを

質問された時には答えられなかった。 

 

対応法 

これからは説明を聞きながら、大事なことはメモを取るようにする。 

・口頭説明を聞きながら、メモを取っていた。 

・急ぎながらメモを取っている様子が見られた。 

・作業手順を正しくメモに取ることができなかった。 
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今回の場面から見えてきた訓練生の苦手（課題）な部分は 

これかな 

・指示を聞きながらメモを取る（マルチタスク） 

対応法としては、「一つの作業指示を聞いたらメモ」の繰り 

返しによって、マルチタスクではないようにしてみては 

どうだろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員：説明を聞きながらメモを取る作業は、やってみていかがでした

か。 

Ａさん：説明を聞きながらメモを取る作業は、実際にやってみて難しか

ったです。 

職 員：どのようなところが難しいと感じましたか。【気づきの促し】 

Ａさん：メモを書いている途中で説明が次に進んでしまい、メモがきち

んと取れませんでした。作業手順を理解しながらメモを取るの

は難しく、メモは自分に合わないと思います。 

職 員：作業手順は理解できましたか。 

Ａさん：作業手順も理解するのが難しかったです。理解できず、何をメ

モしたら良いのか分からなくなりました。ほかの人は理解して

いるのか気になってしまいました。 

職 員：Ａさんは、どのようにしたら作業手順をメモすることができま

すか。【気づきの促し】 

Ａさん：もっと集中して聞くようにしたら、理解してメモを取ることが

できると思います。【A さんの提案】 
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やはりＡさんは、指示を聞きながらメモを取るというマルチタスクが苦手（課

題）そうだ。メモを取ることに集中して、指示内容も理解できなくなっていた

かな。 

また、Ａさんが考えた対応法は「もっと集中して聞く」というものであるが、

抽象的でありマルチタスクや指示内容の理解に対する効果的な対応法にはな

りそうもないなあ。 

内容理解するための具体的な対応法について気づきを促し、場合によっては

考察した具体的対応法を私からも提案した方が良いかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員：メモは一部、書くことはできていましたが、途中から何をメモ

したら良いか分からなくなったということですね。 

Ａさん：説明を聞いた後にメモを取ることはできると思いますが、聞い

ているうちに内容を忘れないか不安です。 

職 員：内容を忘れないようにするためには、どのようにしたら良い

と思いますか？【気づきの促し】 

A さん：分かりません。 

職 員：では、一つの作業指示を聞いた後にメモを取るといった方法い

かがですか。【提案】 

Ａさん：それは大丈夫だと思います。 

職 員：メモの取り方で対策案が２つ出ました。「説明をもっと集中し

て聞きながらメモを取る」という案と、「一つの作業指示を聞

いた後にメモをする」という案ですが、どちらかを試してみま

せんか。【気づきの促し】 

Ａさん：一つの作業指示を聞いた後にメモする方法をやってみたいと

思います。【自己決定】 

 

 

A さんと相談して、考察と照合してみると・・・ 
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〈A さんの記録〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

職 員：（Ａさんが記録（セルフモニタリング）した内容を一緒に確認） 

では、また作業の説明をしますので、作業手順の説明を一つ聞

いたらメモしてください。 

Ａさん：分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の場面から見えてきた訓練生の苦手（課題）な部分はこれかな 

・メモの書き方が悪いため、後からメモを参照できない。 

・作業手順で大切な部分がメモされていない。 

→ 実際のメモも確認しないと 

対応法について、これはどうだろう 

・「情報の整理の仕方（指示の判断・解釈）」を確認する 

・A さんにとって分かり易い「メモの書き方」を考えてみる 

 

 

 

 

 

〇月〇日 

メモを書いている途中で説明が次に進んで、メモが取れなかった。 

メモも作業手順の理解も中途半端になってしまった。 

 

対策 

もっと集中して聞こうと思ったが、作業手順を一つずつ説明してもら

い、メモを取る時間も頂けるということなので、次回は説明を聞いてか

らメモをする。 

・作業手順の説明を一つ聞いた後にメモが取れていた。 

・作業をしてみるとミスが出ている状況がある。 

記録（セルフモニタリング） 
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職 員：説明を聞いてからメモを取るという対応法は、いかがでした

か。 

Ａさん：説明を聞き終わってから書いたので、メモがしっかり取れて、

そのメモを見ながら作業することができたので、安心して作業

が進められました。 

職 員：メモに書いた作業手順通り作業はできていました。でもミスが

出たのはなぜだと思いますか。【気づきの促し】 

Ａさん：少し迷いましたが、ミスなくできたと思っていました。なぜミ

スになったかは分かりません。 

職 員：「少し迷った」とのことですが、どの部分で迷っていたのか、 

一緒にメモを確認してみましょう。【気づきの促し】 

A さん：この部分で迷ったのですが、確かこうかなと思ってやりまし

た。 

職 員：なるほど。少し分かりにくいようですね。作業手順を分かり易

く書くためにはどうしたら良いと思いますか。【気づきの促し】 

Ａさん：まだメモに慣れていないので、メモを書くことを続けたいと思

います。【自己決定】 

 

 

 

A さんのメモを確認すると作業手順に抜けはないものの内容が分かりにくい

状況である。やはり、情報の整理の仕方やメモの書き方が苦手（課題）でもあ

る。 

また、Ａさんが考えた対応法は「メモを書き続ける」というものであったが、

情報の整理の仕方が身に付いていない状況では効果的な対応法にはならない。

どのような情報の整理の仕方をすれば良いのか、考察した対応法を私からも提

案した方が良いかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

A さんと相談して、考察と照合してみると・・・ 
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職 員：そうですね。メモを続けるのは良いと思います。提案ですが、

作業手順を書いたメモを職員に確認してもらってから、作業

に移ってみてはどうでしょうか。【提案】 

Ａさん：メモを見てもらうのはそれほど手間ではないし、確実だと思い

ます。職員に手順を確認してもらってから作業に移ります。

【自己決定】 

職 員：分かりました。 

 

 

 

〈A さんの記録〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員：（Ａさんが記録（セルフモニタリング）した内容を一緒に確認） 

では、作業の説明をしますので、作業手順の説明を一つ聞いた

らメモし、報告してください。 

Ａさん：わかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

記録（セルフモニタリン

 

 

○月△日 

作業手順の説明を一つ聞いた後にメモ、また一つ説明を聞いた後にメ

モする方法は、以前に比べてメモが取れた。 

ただ、作業結果に間違いがあり、作業手順が正しく書けなかったことが

原因だとわかった。 

 

対策 

・メモに慣れてきたので、メモは続ける 

・作業手順を書いたメモを職員に確認してもらってから、作業に移る 

記録（セルフモニタリング） 

 

・作業手順の説明を一つ聞いた後にメモが取れていた。 

・一度書いたメモを職員に確認してもらい、情報の整理の

仕方について職員からの提案を踏まえて修正してい

た。 

・作業にミスはでなかった。 
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今後も、情報の整理の仕方やメモの取り方を継続的に訓練する 

ことで、最終的には職員の確認なしに、正確なメモが取れるよう 

になるかもしれない。 

 

 

 

 

職 員：作業手順のメモを職員に確認を取ってから作業に移ってもら

いましたが、やってみていかがでしたか。 

Ａさん：はい。確認してもらったら、どの内容をどのように書いたら良

いのか等わかってきました。 

職 員：メモを職員に確認してもらうという工程を入れたことにより、

正確にメモが完成したということですね。【気づきの促し】 

Ａさん：職員に確認してもらったことで、安心感が生まれたので良かっ

たと思います。自分は説明を理解し、整理するというのが苦手

かもしれません。 

職 員：苦手なことが明確化され、その対策ができたことは良かったで

すね。今後も、同じようにメモを取っていくことはできそうで

すか。 

A さん：はい、続けていきたいと思います。【自己決定】 

 

 

 

〈A さんの記録〉 

 

 

 
 
 

以上のように、行動観察から背景にある要因を考察し、相談を行い、訓練生

が対応法を自己決定できるよう支援します。今回の例では、訓練生がメモを取

っても上手くできなかった状況を踏まえて、「訓練生がメモを取る時間を意識

○月□日 

指示を理解することは苦手かもしれない。 

説明を受けて作業に移る前にメモを書き、職員に見てもらってから作

業に移ると聞き洩らしによる間違いを防ぐことができた。 

記録（セルフモニタリング） 
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して、内容を区切って説明する」、「訓練生が書いたメモを確認する」といった

職員の支援も含む対応法を提案し、訓練生が実践しました。最終的には訓練生

自身による対応法の決定・実践が望ましいですが、対応法の習得段階によって

は職員などの人的支援や環境面の支援も必要になります。 
対応法によっては、次の作業場面で実施したところ、うまくいかなかったと

いうこともあります。 
ここで挙げた事例からもわかるように、職員は常に「困っていることや作業

のやりにくさ」がないかという視点で訓練状況を観察し、行動観察→考察→相

談→対応法の決定というサイクルを意識しながら、訓練生自身が「困っている

ことや作業のやりにくさ」を解消できるよう、継続的に支援することが求めら

れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不安感や焦燥感を抱きやすい 

→ 指示者からの声かけを行う、質問の場面を予め設定する 

・疲労しやすい 

→ 休憩の取り方（時間、場面、方法）を工夫する、生活チェックシー

トを活用して体調の自己管理を行う 

・考えや気持ちを伝えることが苦手 

→ 事前に考えを文字にまとめる、定型文やクッション言葉を活用する 

・プレッシャーやストレスに弱い 

→ 作業開始前のストレッチや深呼吸を行う、作業内容の事前確認、 

スモールステップで訓練を進める 

等等 

 

 

訓練生が対応法を自己決定できるよう、 

支援（行動観察→考察→相談→対応法の決定） 

を継続的に行う  

一緒に検討しましょう  



 

- 38 - 

  （参考資料）その他の対応例 
 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

相相談談  

 

 
  

 ＜ 作業場面で見られる課題 ① ＞ 指示どおりに作業をしない 
行行動動  
観観察察  

①睡眠が不十分なのでは？ 

②生活面の疲労から、集中できなかった？ 

❶生活チェックシートによる訓練開始前 
の状況確認 
作業開始時に進め方や休憩などの目標設定を行う 

❷生活面での相談を職員や支援機関の協力を得な
がら行う 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①作業を行う意味がわからず意欲が持てなかっ

た？ 

②作業のやり方にこだわりがあるのでは？ 

❶作業上のルールを伝える 

❷作業を行う目的や、得られる知識・技能について

伝える 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  

社会的側面 

職業的側面 

相相談談  

相相談談  

  

①四肢の機能制限から、指示通りの作業ができな
いのでは？ 

②作業による肉体的疲労があるのでは？ 
③指示通りの服薬を忘れ、集中できなか 
った？ 

考考 察察

①周囲の動きや隣の人の言動が気になって指示が

頭に入らないのでは？ 

  

①初めての作業場面に緊張して、指示が頭に入ら

なかったのでは？ 

❶作業開始前に深呼吸を行う 
作業開始までに、作業環境についての説明や見
学を行う 
初回の作業であれば、体験的な内容にとどめ、
スモールステップで訓練を進める 

精神的側面 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

環  境 

❶作業が難しい点を確認する（必要に
応じて作業内容を見直す） 

❷訓練中の休憩の取り方を検討する、
作業の合間にストレッチなどを行う 

❸体調安定に向けて主治医に相談・助言を得る 

身体的側面 

対対応応法法  
のの決決定定  

考考 察察

相相談談  

相相談談  

❶周囲の動きが見えない向きの席や、隣の人との距

離を少しあけた席にする 対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  
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 ＜ 作業場面で見られる課題 ① ＞ 指示どおりに作業をしない 
行行動動  
観観察察  

①睡眠が不十分なのでは？ 

②生活面の疲労から、集中できなかった？ 

❶生活チェックシートによる訓練開始前 
の状況確認 
作業開始時に進め方や休憩などの目標設定を行う 

❷生活面での相談を職員や支援機関の協力を得な
がら行う 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①作業を行う意味がわからず意欲が持てなかっ

た？ 

②作業のやり方にこだわりがあるのでは？ 

❶作業上のルールを伝える 

❷作業を行う目的や、得られる知識・技能について

伝える 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  

社会的側面 

職業的側面 

相相談談  

相相談談  

  

①四肢の機能制限から、指示通りの作業ができな
いのでは？ 

②作業による肉体的疲労があるのでは？ 
③指示通りの服薬を忘れ、集中できなか 
った？ 

考考 察察

①周囲の動きや隣の人の言動が気になって指示が

頭に入らないのでは？ 

  

①初めての作業場面に緊張して、指示が頭に入ら

なかったのでは？ 

❶作業開始前に深呼吸を行う 
作業開始までに、作業環境についての説明や見
学を行う 
初回の作業であれば、体験的な内容にとどめ、
スモールステップで訓練を進める 

精神的側面 

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

環  境 

❶作業が難しい点を確認する（必要に
応じて作業内容を見直す） 

❷訓練中の休憩の取り方を検討する、
作業の合間にストレッチなどを行う 

❸体調安定に向けて主治医に相談・助言を得る 

身体的側面 

対対応応法法  
のの決決定定  

考考 察察

相相談談  

相相談談  

❶周囲の動きが見えない向きの席や、隣の人との距

離を少しあけた席にする 対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  
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①指示者が近くにおらず質問しにくかったので

は？ 

②指示者がほかのことに取り組んでおり、質問しに

くかったのでは？ 

環  境 

＜ 作業場面で見られる課題 ② ＞ 

  

①質問をしにくいのでは？ 

②初めての場面に不安が高まり、質問ができなか

ったのでは？ 

❶「何度も聞いて申し訳ありませんが」

等のクッション言葉を使ってみる 

❷指示者から声をかけて、質問に慣れてもらう 

経過を見守りつつ、質問ができたときは褒める 

精神的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

 
  

①睡眠不足等の体調不良により頭が回らなかっ

た？ 

②質問のタイミングが掴めず戸惑って 

いたのでは？ 

❶体調安定に向けて主治医に相談・助
言を得る 
訓練中の休憩の取り方を見直す 

❷質問のタイミングを具体的に決める 
❸質問する前に、セリフを紙にまとめておく 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①わからないときには、質問をするという対応法

が思い当たらなかったのでは？ 

職業的側面 

考考 察察

  

①構音障害により、口頭での質問がしにくかった

のでは？ 

❶口頭での質問以外の対応法を検討す

る 

 (例)メモに書いて渡す 

   メールで質問する 

身体的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

考考 察察

❶わからないときには、指示者に質問して作業を

進めることが重要であることを説明する 

相相談談  

対対応応法法  
のの決決定定  

作業に関する質問をしない 

❶どこに質問しに行けば良いのか伝え 

❷「今ご都合よろしいですか？」等のクッション

言葉を使って、声をかける 

社会的側面 

行行動動  
観観察察  

対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  
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①指示者が近くにおらず質問しにくかったので

は？ 

②指示者がほかのことに取り組んでおり、質問しに

くかったのでは？ 

環  境 

＜ 作業場面で見られる課題 ② ＞ 

  

①質問をしにくいのでは？ 

②初めての場面に不安が高まり、質問ができなか

ったのでは？ 

❶「何度も聞いて申し訳ありませんが」

等のクッション言葉を使ってみる 

❷指示者から声をかけて、質問に慣れてもらう 

経過を見守りつつ、質問ができたときは褒める 

精神的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

 
  

①睡眠不足等の体調不良により頭が回らなかっ

た？ 

②質問のタイミングが掴めず戸惑って 

いたのでは？ 

❶体調安定に向けて主治医に相談・助
言を得る 
訓練中の休憩の取り方を見直す 

❷質問のタイミングを具体的に決める 
❸質問する前に、セリフを紙にまとめておく 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①わからないときには、質問をするという対応法

が思い当たらなかったのでは？ 

職業的側面 

考考 察察

  

①構音障害により、口頭での質問がしにくかった

のでは？ 

❶口頭での質問以外の対応法を検討す

る 

 (例)メモに書いて渡す 

   メールで質問する 

身体的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

考考 察察

❶わからないときには、指示者に質問して作業を

進めることが重要であることを説明する 

相相談談  

対対応応法法  
のの決決定定  

作業に関する質問をしない 

❶どこに質問しに行けば良いのか伝え 

❷「今ご都合よろしいですか？」等のクッション

言葉を使って、声をかける 

社会的側面 

行行動動  
観観察察  

対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  
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①周囲が気になり、気が散ってイライラしている？ 

環  境 

❶周囲が気にならない場所に席を配置する 

❷感覚過敏に対する対応（ディスプレイの明るさ調整、

耳栓の着用） 

  

①作業スピードをもっと速く・・・と焦っている

のでは？ 

❶就職時に求められる目標（正確性や速度等）を

明確にする。 

精神的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

 
  

❶生活チェックシートによる１週間の 

状況をさかのぼって見て、生活リズムが安定して

いるかを確認 

❷週末の過ごし方を確認 

社会的側面 

①生活リズムが乱れているのでは？ 

②週末の過活動から疲労が出ているのでは？ 

 ＜ 作業場面で見られる課題 ③ ＞ 

相相談談  

ため息、目をこする、頭を抱え込むことがある 

イライラしている様子やボーっとする様子がある 

考考 察察

行行動動  
観観察察  

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①作業に対する意気込みが強く、力が入り過ぎて

疲労が出たのでは？ 

②思っていたほどできずに、イライラ

したのでは？ 

❶その場で深呼吸や、水分補給等の休

憩を取る 

❷怒りの感情が出てきた時には、場所を変えて興奮

を治める 

職業的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①そもそも体調が悪く、無理して作業に参加して

いたのでは？ 

②服薬はきちんとできているのかな？ 

❶体調を確認し、必要に応じて休みを取る 

必要に応じて病院受診を勧め、主治医の助言を

得る 

❷薬の種類や容量を主治医と相談する 

身体的側面 

相相談談  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

考考 察察

対対応応法法  
のの決決定定  

相相談談  
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イライラしている様子やボーっとする様子がある 

考考 察察

行行動動  
観観察察  

対対応応法法  
のの決決定定  

  

①作業に対する意気込みが強く、力が入り過ぎて

疲労が出たのでは？ 

②思っていたほどできずに、イライラ
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「電池の仕分けと袋詰め」課題の実施方法 
 

本編で説明した「電池の仕分けと袋詰め」課題を利用した行動観察の方法について紹介

します。 
 
１１  目目的的   

訓練生の「困っていることや作業のやりにくさ」を解決するために作業を通して職員

が訓練生の「気になる行動や動作」を観察し、「背景にある要因」を推測し、その対応法

を検討する力を身に付ける。 
 
２２  使使用用教教材材   

訓練生１名当たりの作業に必要な教材は次のとおりです。 
No 品名 仕様 数量 

１ 乾電池 単２～５ 各４セット※ 

２ ボタン電池 ボタン電池大、ボタン電池小 各８個 

３ ビニール袋 大、中、小 各５枚 

４ ストップウォッチ  １台 

５ ビニール袋選択のルール  １枚※※ 

６ 付せん 大きめのもの １個 

※単２～単５電池は、２本を１セットとして数えます。 
※※本資料の最終ページに添付しています。 

 
３３  作作業業前前のの準準備備  
（（１１））  教教材材のの配配置置   

机の上に次のように電池、ビニール袋、ストップウォッチ、「ビニール袋選択のル

ール」の用紙及び付せんを配置します。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

（（２２））  行行動動観観察察のの記記録録用用紙紙のの配配布布   
行動観察の記録用紙として、資料２の「行動観察記録票」を観察する職員の人数分

準備し、各職員に配布します。 



- 48 - 

４４  作作業業のの進進めめ方方   
（（１１））電電池池のの仕仕分分けけとと袋袋詰詰めめのの作作業業ににつついいててのの説説明明  

職員から訓練生に、次のように作業の進め方を説明します。 
【説明内容】 

・今から電池の仕分けと袋詰めの作業の進め方を説明します。 
・袋詰めする電池の種類とセット数または個数を口頭で指示しますので、指示さ

れた電池を集めてください。 
・次に別紙の「ビニール袋選択のルール」に従ってビニール袋を選択し詰めます。 

このときに袋の口のチャックは開いたままにしてください。 
・袋詰めが終了したら「終了しました。」と報告してください。 
・４回続けて作業を指示しますので、袋は机の上に左から順番に置いてくださ

い。 
・この４回分の作業時間をストップウォッチで計測してください。 
・例えば、「１回目 単３電池を１セット取り出し袋に詰めて、終わったら報告

してください。」と言いますので、ストップウォッチのスタートボタンを押し

て、時間計測を開始してください。 
・指示された単３電池を１セット取り出します。 
・次に「ビニール袋選択のルール」の『電池の種別』の欄を見ると、この場合は

『単３～５のみの場合』で『合計本数』は『１セット』になりますので、『袋

の種類』は『小』となります。」ので、取り出した単３電池１セットを『小』

のビニール袋に入れます。このとき袋の口のチャックは開いたままにしてくだ

さい。 
・以上の作業が終了したら「終了しました。」と報告してください。 
・終了の報告を受けたら、次の作業指示をします。 
・４回の仕分け、袋詰め作業を連続して行ってもらいます。 
・袋は机の上に左から順番に置いてください。 
・４回目の作業が終了したら、ストップウォッチのストップボタンを押して、終

了の報告と一緒に所要時間を報告してください。 
・以上が作業の説明になりますが、ご質問はありますか？ 
・作業途中でも質問をしてかまいません。 
 

ビニール袋選択のルール 
電池の種別 合計本数（個数） 袋の種類 

単３～５のみの場合 １セット 小 
２～３セット 中 
４セット以上 大 

ボタン電池のみの場合 ２個以下 小 
３～５個 中 
６個以上 大 

単３～５、ボタン電池が混合の場合 電池２セット以下 中 
電池３セット以上 大 

単２を含む場合 大 
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（（２２））作作業業のの指指示示   
次の指示書に従って、４回の作業を連続して指示します。 

 
作業 No.６ 袋詰めする電池 

１ 単３を１セット 

２ 単４を１セット、単５を１セット 

３ 単２を１セット、単４を１セット 

４ ボタン電池小を２個 

    

作業 No.７ 袋詰めする電池 

１ 単４を１セット、単５を１セット 

２ 単２を１セット、ボタン電池大を１個 

３ ボタン電池大を１個、ボタン電池小を２個 

４ 単２を１セット、単５を１セット 

  

作業 No.８ 袋詰めする電池 

１ 単２を１セット、ボタン電池大を１個 

２ 単３を１セット、単５を１セット 

３ 単４を１セット、単５を１セット 

４ 単３を１セット、ボタン電池大を１個 

  

作業 No.９ 袋詰めする電池 

１ 単５を２セット 

２ ボタン電池大を２個、ボタン電池小を２個 

３ 単２を１セット、ボタン電池小を２個 

４ 単３を１セット、単４を１セット 

    

作業 No.１０ 袋詰めする電池 

１ 単３を 1 セット、ボタン電池小を１個 

２ 単２を 1 セット、ボタン電池小を１個 

３ 単４を 1 セット、ボタン電池大を１個 

４ 単４を 1 セット,単５を 1 セット,ボタン電池大を１個 
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（（３３））行行動動観観察察   
職員は、訓練生の作業の様子を観察し、「気になる行動や動作」を資料２の「行動

観察記録票」の『気になる行動や動作』欄に記録します。 
 

（（４４））作作業業結結果果のの確確認認   
４回の作業が終了したら、職員は訓練生から報告を受けた作業時間を資料２の「行

動観察記録票」の『所要時間』欄に記入した後、電池を袋から取り出し作業結果を確

認し「行動観察記録票」の『結果』欄に記入して、もとに戻します。 
 
５５  考考察察   

訓練生の「気になる行動や動作」について職員間で情報を共有し、その「背景にあ

る要因」を考察し、対応法の案を検討します。各職員は次のように行動観察記録票に

観察結果を記入することで、効率的に考察を進めることができます。 
行動観察結果の記入例として、資料３－１「行動観察記録票・記入例（訓練生

Ａ）」、資料３－２「行動観察記録票・記入例（訓練生Ｂ）」を添付しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６６  訓訓練練生生ととのの振振りり返返りり   
作業結果をもとにして、訓練生と振り返りをし、訓練生の作業に関する感想等か

ら、訓練生自身が「困っていることや作業のやりにくさ」を理解しているか、職員が

推測した「背景にある要因」どおりであったかを確認し、訓練生の「困っていること

や作業のやりにくさ」に対する対応法を一緒に検討していきます。 
次の点に留意して振り返りを行うと有効です。 
・事実に基づいて相談する。 
・最初はできている点、良かった点から話を始める。 
・対応法は職員が指導するのではなく、訓練生が自己決定できるように気付きを促

す。   
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ビニール袋選択のルール 

電池の種別 合計本数（個数） 袋の種類 

単３～５のみの場合 １セット 小 

２～３セット 中 

４セット以上 大 

ボタン電池のみの場合 ２個以下 小 

３～５個 中 

６個以上 大 

単３～５、ボタン電池

が混合の場合 

電池２セット以下 中 

電池３セット以上 大 

単２を含む場合 大 

 
 

 
 



 資料２  
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 資料３-１  
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 資料３－２  
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  資料４   
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障害者職業能力開発校における導入訓練を伴う普通課程の普通

職業訓練の実施について  
 

 

 

 

改 正  平 成 1 6年 3月 17日  能 能 発 0317002号  

標 記 の 件 に つ い て は 、 昭 和 58年 2月 16日 付 け 訓 発 第 3 5号 「 身 体 障 害 者 職 業 訓 練 校 に お け る 普 通 訓 練

課 程 の 養 成 訓 練 の 実 施 に つ い て 」 （ 以 下 「 通 達 」 と い う 。 ） を も っ て 通 知 さ れ た と こ ろ で あ る が 、

当 該 通 達 に よ り 設 定 さ れ た 「 身 体 障 害 者 職 業 訓 練 校 に お け る 導 入 訓 練 を 伴 う 普 通 訓 練 課 程 の 養 成 訓

練 実 施 要 領 」 （ 以 下 「 実 施 要 領 」 と い う 。 ） の 運 用 に 当 た っ て は 、 通 達 及 び 下 記 事 項 に 御 留 意 の

上 、 遺 憾 な き よ う 御 配 意 願 い た い 。  

 

記  

 
1  実 施 要 領 を 設 定 し た 趣 旨 に つ い て  

障 害 者 に 対 す る 職 業 訓 練 は 、可 能 な 限 り 一 般 の 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う べ き で あ る が 、健 常 者

と と も に 訓 練 を 受 け る こ と が 困 難 な 者 に 対 し て は 、障 害 者 職 業 能 力 開 発 校（ 以 下「 障 害 者 校 」と い う 。）

に お い て 行 う こ と と し て い る 。  

ま た 、公 共 職 業 訓 練 校 に お い て 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 を 実 施 す る 場 合 は 、汎 用 性 の あ る 基 礎 的 技

能 ・ 知 識 を 付 与 す る た め 、 職 業 訓 練 法 施 行 規 則 （ 昭 和 44年 労 働 省 令 第 24号 、 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ）

第 4条 に 定 め る 訓 練 基 準 の 弾 力 的 運 用 は 行 わ な い こ と を 原 則 と し て い る（ 昭 和 53年 10月 1日 付 け 訓 発 第

210号「 職 業 訓 練 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に つ い て 」記 2． 1． 1． (1 )．② ．イ 参 照 ）が 、身 障 訓

練 校 に お い て は 、身 体 的 事 情 等 を 配 慮 す る 必 要 性 が あ る 場 合 に つ い て 、当 該 基 準 を 弾 力 的 に 運 用 し て

き た と こ ろ で あ る 。  

し か し な が ら 、最 近 の 身 障 訓 練 校 に お け る 訓 練 生 の 障 害 の 重 度 化 及 び 多 様 化 の 進 展 を 背 景 と し て 訓

練 生 の 個 々 の 障 害 の 特 性 に 応 じ て 訓 練 職 種 、教 科 、訓 練 期 間 そ の 他 の 訓 練 内 容 に 関 し 、よ り き め 細 か

な 配 慮 を 加 え て 訓 練 を 実 施 す る 必 要 性 が 生 じ て き た 。  

こ の た め 、規 則 第 13条 の 改 正 を 行 い 、個 々 の 身 体 障 害 者 等 の 特 性 に 即 応 し た 効 果 的 な 訓 練 を で き る

よ う に 、 実 施 要 領 を 設 定 し た も の で あ る こ と 。  

 

2  導 入 訓 練 に つ い て  

( 1 )  導 入 訓 練 は 、訓 練 生 に 対 し て 身 障 訓 練 校 に お け る 訓 練 生 活 へ の 適 応 の 促 進 を 図 る と と も に 、訓

練 科 又 は 訓 練 分 野 並 び に 教 科 、訓 練 時 間 、訓 練 期 間 及 び 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム（ 以 下「 訓 練 内 容 」と

い う 。 ） を 決 定 す る こ と を 目 的 と す る 訓 練 で あ り 、 入 校 当 初 に 行 う も の で あ る こ と 。  

( 2 )  導 入 訓 練 を 実 施 す る こ と の 適 否 は 、実 施 要 領 １ に 基 づ き 決 定 す る も の で あ る が 、こ の 決 定 に 当

た っ て は 職 業 安 定 機 関 の 行 う 職 業 能 力 評 価 結 果 、身 障 訓 練 校 の 行 う 入 校 選 考 結 果 等 を 十 分 勘 案 し

て 行 う こ と 。  

昭 和 58年 2月 16日 指 発 第 4号  
各 都 道 府 県 職 業 訓 練 主 管 部 長  
雇 用 促 進 事 業 団 職 業 訓 練 部 長  
身 体 障 害 者 雇 用 促 進 協 会 総 務 部 長 あ て  労 働 省 職 業 訓 練 局 指 導 課 長 通 達  
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(3 )  導 入 訓 練 の 内 容 は 、 上 記 ( 1 )の 目 的 に 従 っ て 適 切 な 内 容 と す る た め 、 実 施 要 領 １ ( 1 )又 は ( 3 )と 認

め ら れ る 者 に 対 し て は 、 2以 上 の 訓 練 科 に 係 る 内 容 と し 、 実 施 要 領 1 (2 )と 認 め ら れ る 者 に 対 し て

は 、当 該 訓 練 生 に 対 し 最 適 と 判 断 さ れ た 訓 練 科 に 係 る 内 容 と す る こ と 。こ の 際 、次 の 事 項 に 配 慮

す る こ と 。  

イ  当 該 身 障 訓 練 校 に お け る 施 設 設 備 等 の 実 情  

口  職 業 安 定 機 関 に よ る 職 業 能 力 評 価 結 果 等 か ら 判 断 さ れ る 障 害 の 特 性  

( 4 )  導 入 訓 練 の 結 果 、当 該 訓 練 生 に 係 る 訓 練 内 容 を 定 め る 場 合 は 、当 該 訓 練 を 担 当 し た 指 導 員 の 意

見 等 を 参 考 と し て 、 当 該 訓 練 生 に 最 も 適 し た も の と す る こ と 。  

な お 、導 入 訓 練 を 担 当 し た 指 導 員 の 意 見 等 は 、当 該 身 障 訓 練 校 の 訓 練 主 管 課 長 等 に お い て 集 約

す る こ と 。  

( 5 )  導 入 訓 練 は 、 3月 以 内 で 実 施 さ れ る も の で あ る が 、 当 該 訓 練 の 実 施 に よ り 訓 練 生 の 訓 練 内 容 が

決 定 し た と き は 、そ の 時 点 で 導 入 訓 練 を 終 了 し 、決 定 さ れ た 訓 練 内 容 に 基 づ き 訓 練 を 実 施 す る こ

と 。  

 

3  訓 練 分 野 の 定 め 方 に つ い て  

訓 練 分 野 は 、身 障 訓 練 校 が 各 々 の 訓 練 生 に 対 し て 行 う 訓 練 の 対 象 と な る 技 能 を 勘 案 し て 、次 の 例 を 参

考 に 定 め る こ と 。  

（ 例 ）  

訓  練  分  野  訓 練 の 対 象 と な る 技 能  

和 服 生 地 の 裁 断 訓 練 分 野  和 服 生 地 の 裁 断 に お け る 技 能  

旋 盤 加 工 仕 上 げ 訓 練 分 野  
旋 盤 を 操 作 し て 金 属 の 切 削 加 工 、 仕 上

げ 、 組 立 て に お け る 技 能  

本 縫 い ミ シ ン 縫 製 訓 練 分

野  

本 縫 い ミ シ ン に よ る 男 子 服 、 婦 人 服 、 下

着 等 の 縫 製 に お け る 技 能  

た だ し 、訓 練 の 対 象 と な る 技 能 、訓 練 カ リ キ ュ ラ ム 等 を 総 合 的 に 判 断 し た 結 果 、主 た る 技 能 の 範 囲

が 次 に 掲 げ る 職 種 （ 昭 和 5 0年 3月 26日 付 け 労 働 省 告 示 第 24号 「 雇 用 対 策 法 施 行 規 則 の 規 定 に 基 づ き 労

働 大 臣 が 定 め る 職 種 を 定 め る 告 示 」参 照 ）に 該 当 す る 場 合 は 、訓 練 分 野 の 前 に 当 該 職 種 名 を 付 し た も

の （ 例  鋳 造 訓 練 分 野 ） を 、 当 該 訓 練 分 野 の 名 称 と す る こ と 。  

（ 職  種 ）  

鋳 造 、 板 金 、 製 罐 、 金 属 プ レ ス 、 溶 接 、 め っ き 、 電 気 工 事 、 ブ ロ ッ ク 建 築 、 配 管 、 左 官 、 建 設 機 械 運

転 、 塗 装  

 

4  修 了 証 書 に つ い て  

( 1 )  訓 練 生 が 訓 練 分 野 に 係 る 訓 練 を 受 け た 場 合 で あ っ て も 、訓 練 修 了 時 に お い て 規 則 別 表 第 ３ に 定

め ら れ た 訓 練 科 ご と に 定 め ら れ て い る 基 準 に よ る 訓 練（ 以 下「 規 則 別 表 3に 基 づ く 訓 練 」と い う 。）

と 同 等 と 認 め ら れ る 訓 練 を 受 講 し た と き は 、規 則 第 25条 の 規 定 及 び 昭 和 50年 4月 19日 付 け 訓 発 第

100号「 職 業 訓 練 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 の 施 行 に つ い て 」記 ．第 1．5 (3 )に 掲 げ る 要 件

に 基 づ き 、 当 該 訓 練 科 の 名 称 を 記 載 し た 修 了 証 書 を 交 付 す る こ と 。  

ま た 、 技 能 検 定 の 受 検 資 格 及 び そ の 他 の 資 格 に 関 連 す る 場 合 は 、 関 連 す る 通 達 等 を 参 照 の う え

当 該 資 格 に 価 す る 技 能 を 修 得 し た と 認 め ら れ る 者 で あ る か 否 か を 審 査 の う え 修 了 証 書 を 交 付 す
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る こ と 。  

な お 、「 同 等 と 認 め ら れ る 訓 練 を 受 講 し た 者 」と は 、導 入 訓 練 に 基 づ き 訓 練 分 野 に 係 る 訓 練 を

受 講 し た 者 で あ っ て 訓 練 実 施 中 に お い て 教 科 、訓 練 時 間 又 は 訓 練 期 間（ 記 5． (3 )に よ る 。）の 変

更（ 第 2次 職 業 訓 練 受 講 指 示 等 で 決 定 さ れ た 訓 練 分 野 の 主 な 技 能 の 範 囲 は 変 更 し な い こ と 。）に

よ り 、訓 練 修 了 時 に は 、規 則 別 表 第 3に 定 め る 訓 練 基 準 の 要 件 を 満 た す 訓 練 を 受 講 し た も の と 身

障 訓 練 校 長 が 認 め た 者 を い う （ 実 施 要 領 4． (1 )及 び 5に お け る 場 合 も 同 じ 。 ） 。  

( 2 )  訓 練 生 が 訓 練 分 野 に 係 る 訓 練 を 受 講 し た 場 合 の 修 了 証 書 に つ い て は 、別 添 1の 様 式「 修 了 証 書 」

（ 省 略 ） を 参 考 と さ れ た い こ と 。  

な お 、当 該 訓 練 生 の 修 得 し た 技 能 の 程 度 が 修 了 に 値 す る と 認 め ら れ な い 場 合 は 、当 該 修 了 証 書

に 代 え て 、 適 宜 訓 練 の 履 修 内 容 を 明 記 し た 証 明 を 行 う こ と が で き る こ と 。  

5  公 共 職 業 安 定 所 と の 連 携 に つ い て  

身 障 訓 練 校 長 は 、公 共 職 業 安 定 所 長（ 以 下「 安 定 所 長 」と い う 。）の 行 う 職 業 訓 練 受 講 指 示 等 と の

間 に そ ご を き た さ な い よ う に す る た め 、 安 定 所 長 と 次 に よ り 緊 密 な 連 携 を 保 つ こ と 。  

( 1 )  訓 練 受 講 希 望 者 に 対 し 、 規 則 第 4条 に 定 め る 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 を 行 う こ と の 適 否 及 び 実

施 要 領 に 基 づ く 導 入 訓 練 を 行 う こ と の 適 否 の 決 定 に 当 た っ て は 、事 前 に 安 定 所 長 と 十 分 協 議 す る

と と も に 、 導 入 訓 練 を 行 う こ と が 適 切 と 判 断 し た 場 合 は 、 安 定 所 長 へ 通 知 す る 。  

( 2 )  身 障 訓 練 校 長 は 、導 入 訓 練 の 実 施 の 結 果 、個 々 の 訓 練 生 に 適 し た 訓 練 科 又 は 訓 練 分 野 等 を 決 定

し た と き は 、 そ の 旨 安 定 所 長 に 通 知 す る 。  

な お 、安 定 所 長 に 通 知 す る に 当 た っ て は 、導 入 訓 練 の 実 施 の 結 果 が 判 明 次 第 速 や か に 行 い 、導 入

訓 練 実 施 後 の 訓 練 が 引 き 続 き 行 わ れ る よ う に 配 慮 す る こ と 。  

( 3 )  身 障 訓 練 校 長 は 、導 入 訓 練 実 施 後 の 訓 練（ 訓 練 分 野 で 指 示 等 さ れ た 者 に 限 る 。）の 終 了 時 に お

い て 、訓 練 生 の 身 体 的 事 情 、労 働 市 場 の 状 況 、技 能 修 得 の 状 況 等 を 総 合 的 に 勘 案 し て 、止 む を 得

ず 訓 練 期 間 の 変 更 が 必 要 で あ る と 判 断 し た 場 合 は 、速 や か に 安 定 所 長 と 協 議 し 、そ の 結 果 に 応 じ

て 必 要 な 措 置 を 行 う こ と 。  

( 4 )  障 害 者 職 業 能 力 開 発 校 に お け る 導 入 訓 練 を 伴 う 普 通 課 程 の 普 通 職 業 訓 練 実 施 要 領 に 基 づ き 障

害 者 に 対 し 行 わ れ る 職 業 訓 練 の 受 講 推 薦 に つ い て は 、職 業 訓 練 受 講 指 示 要 領 中 の 6．障 害 者 職 業 能

力 開 発 校 に お い て 行 わ れ る 導 入 訓 練 を 伴 う 職 業 訓 練 の 受 講 指 示 に 準 じ て 行 う も の と す る 。  
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おわりに  

 
 機構運営校では、精神障害・発達障害者等、これまで職業訓練の受入

れが十分に進んでいない障害を有する人を積極的に受入れ、それらの人

に対する職業訓練等の技法を開発し、普及していくことを役割としてい

ます。  
 本マニュアルはその一環として作成したものであり、精神障害・発達

障害者の職業訓練に携わる施設、又は今後受入れを検討している施設に

おいて、入校直後の導入期の訓練を円滑に進められることを念頭に取り

まとめました。  
 また、マニュアルの作成にあたってはより多くの指導者の方々に読み

やすく直ちに利用・活用していただけるように、解説を踏まえながら具

体的な取り組みを取り入れた内容としています。このマニュアルの活用

により、精神障害・発達障害者の職業訓練機会の拡大や雇用の促進に資

するように願っています。  
 なお、本マニュアルの発行にあたり、埼玉県立大学  副学長  朝日雅也

様、神奈川障害者職業能力開発校  教務課長  佐々木政昭様に委員として

検討に加わっていただき、貴重なご助言、ご協力をいただきましたこと

を、この場をお借りして深く感謝申し上げます。  
 本マニュアルに関する問合せや精神障害・発達障害者等の職業訓練に

関する個別の相談については、当センターまで遠慮なくお問合せくださ

い。  
  
【参考文献】  
・職業訓練実践マニュアル  精神障害・発達障害者への職業訓練におけ

る導入期の訓練編Ⅰ～特性に応じた対応と訓練の進め方～（発行：独

立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 ,2019）  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   

本本ママニニュュアアルルにに関関すするるおお問問合合せせ   

  

独独立立行行政政法法人人高高齢齢・・障障害害・・求求職職者者雇雇用用支支援援機機構構   

  国国立立職職業業リリハハビビリリテテーーシショョンンセセンンタターー   職職業業訓訓練練部部   導導入入訓訓練練・・技技法法普普及及課課   

                        〒〒 335599--00004422  埼埼玉玉県県所所沢沢市市並並木木 44--22  

                        TTEELL::  0044--22999955--11114444    FFAAXX::  0044--22999955--11116633  
                        UURRLL::  hhttttpp::// //wwwwww..nnvvrrccdd..aacc..jjpp//  
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職職業業訓訓練練実実践践ママニニュュアアルル作作成成検検討討委委員員会会名名簿簿（（敬敬称称略略））   

  
専門委員  

朝日  雅也  埼玉県立大学副学長   
佐々木  政昭  国立県営神奈川障害者職業能力開発校教務課長  

委   員  

今井  靖  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部長  
（座長）  
遠藤  嘉樹  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 訓練第一・二課長  
狩野  琢哉  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 訓練第三課長  
岡谷  和典  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 訓練第四課長  
井上  裕夫  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 導入訓練・技法普及課長  
井上  郁子  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 導入訓練・技法普及課主幹  
永濱  秀雄  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 上席職業訓練指導員  
相良  佳孝  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 上席職業訓練指導員  
上西  能弘  国立職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 上席職業訓練指導員  
久保  幸子  国立職業リハビリテーションセンター職業指導部  
 主任障害者職業カウンセラー  
竹内  大祐  国立職業リハビリテーションセンター職業指導部  
 上席障害者職業カウンセラー  
小泉  友香  国立職業リハビリテーションセンター職業指導部  
 上席障害者職業カウンセラー  
櫻田  修久  国立吉備高原職業リハビリテーションセンター職業訓練部  
 上席職業訓練指導員  
大内  朋恵  障害者職業総合センター職業リハビリテーション部  
 指導課広域・職業訓練係長  
大平  将仁  障害者職業総合センター職業リハビリテーション部  
 指導課広域・職業訓練係員  
伊藤  和佳奈  障害者職業総合センター職業リハビリテーション部  
 指導課広域・職業訓練係員  

 






	第１　精神障害・発達障害者への職業訓練における導入期の訓練の意義
	第２　対応法の習得の考え方と流れ
	第３　行動観察について
	第４　行動観察の結果から考察する
	第５　訓練生との相談で対応法を決定する
	第６　行動観察から対応法を習得するまでの支援事例
	資料編
	資料１
	資料２
	資料３－１
	資料３－２
	資料４
	おわりに



